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      プール・浴場などの水の管理に、
無機系塩素薬剤が優れた効果を発揮します。

      	お問い合わせ[image: 別ウィンドウで開きます]
	食品添加物総合カタログダウンロード[image: PDFが開きます]


    

  
  
    
      日曹ハイクロンは、次亜塩素酸カルシウムを主成分とする固形塩素剤です。用途としてプール水、浴場水、食品・食器の除菌洗浄、排水（浄化槽）など様々な分野で幅広く使用されています。

      次亜塩素酸カルシウムは水に溶け遊離残留塩素となり、水中で次亜塩素酸を生成します。その次亜塩素酸は強い殺菌効果を発揮します。
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         日曹ハイクロンは、

		 「公益財団法人 日本学校保健会」の推薦品です。
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        プールの衛生管理

        プールの水質基準

        プールで感染する伝染病を予防するため、以下のようにプールを衛生的に管理する基準が定められています。

        
          厚生労働省 遊泳用プールの衛生基準（平成19年5月28日）

          	（1）pH
	5.8～8.6
	（2）濁度
	2度以下
	（3）過マンガン酸カリ消費量
	12mg/L以下
	（4）遊離残留塩素
	0.4mg/L以上、また1.0mg/L以下が望ましい
	（5）二酸化塩素
	二酸化塩素濃度は0.1mg/L以上0.4mg/L以下、	亜塩素酸濃度は1.2mg/L以下
	（6）大腸菌
	検出されないこと
	（7）一般細菌数
	200CFU/mL以下
	（8）総トリハロメタン
	暫定目標値としておおむね0.2mg/L以下が望ましい


        

       
          文部科学省 学校環境衛生基準（平成21年3月31日）

          	（1）pH
	5.8～8.6
	（2）濁度
	2度以下
	（3）遊離残留塩素
	0.4mg/L以上、また1.0mg/L以下が望ましい
	（4）有機物等
	過マンガン酸カリ消費量は12mg/L以下
	（5）総トリハロメタン
	0.2mg/L以下が望ましい
	（6）大腸菌
	検出されないこと
	（7）一般細菌数
	1mL中200コロニー以下であること
	（8）循環ろ過装置の処理水
	循環ろ過装置の出口における濁度は0.5度以下であること。また、0.1度以下であることが望ましい


        

    

  
  
    
      日曹ハイクロンの特徴と効果

      製品の特徴

      	
          目にやさしい

          [image: 目にやさしい]

          日曹ハイクロンは、プール水を中性に保ち、目を刺激しません。

        
	
          pH調整不要

          [image: pH調整不要]

          日曹ハイクロンは、プール水を中性に保つため、pHの調整は不要です。
プール設備や塗装への影響はありません。

        
	
          清澄効果

          [image: 清澄効果]

          日曹ハイクロンは、カルシウム系の薬剤のため、清澄効果に優れ、プールの透明度を増します。

        
	
          プール水の緊急利用

          [image: プール水の緊急利用]

          日曹ハイクロンの主成分である次亜塩素酸カルシウム（高度晒し粉）は、食品添加物の許可を受けていますので、災害時の生活用水としても使用されています。

        
	
          経済性

          [image: 経済性]

          日曹ハイクロンは、pH調整などを特に必要としません。プールシーズン中の水の入れ替えをすることなく使用でき、とても経済的です。

        


      効果

		
		  日曹ハイクロン（次亜塩素酸カルシウム）は、水中の遊離残留塩素を容易に管理できます。
遊離残留塩素濃度を0.4mg/L以上保持することで一般的な菌やウイルスを無毒化（不活性化）します。

		  	遊離残留塩素	菌名
	0.10mg/ℓ	チフス菌、パラチフス菌、赤痢菌、コレラ菌、黄色ブドウ球菌
	0.15mg/ℓ	ジフテリア菌、脳せきずい膜炎菌
	0.2～0.25mg/ℓ	肺炎球菌、大腸菌、溶血性連鎖球菌
	0.4mg/ℓ	アデノウイルス


		

		
      		
     	 	ハイクロンによる殺菌効果試験（遊離残留塩素濃度：0.4mg/L）	試験菌	薬剤	作⽤時間
	15秒	30秒	1分	5分
	⼤腸菌	⽇曹ハイクロン（⾷品添加物）	−	−	−	−
	無処理	＋	 	 	 
	⻩⾊ブドウ球菌	⽇曹ハイクロン（⾷品添加物）	＋	−	−	−
	無処理	＋	 	 	 


			＋：菌の⽣育を認める。 −：菌の⽣育を認めず。

      		
	
		

		
			大腸菌の変化
			
			
			[image: 大腸菌の変化]
		
		
    

  
  
    
      製品ラインナップ

      
        
          プール用

            	 	製品名	剤型
	直接投入タイプ	ハイクロン FH[image: PDFが開きます]	顆粒
	ハイクロン Q[image: PDFが開きます]	20g錠剤
	機械供給タイプ	ハイクロン LT-200[image: PDFが開きます]	200g錠剤


          

		  
			
			[image: 直接投入タイプ画像]
		  
      

      
        
          浴場用

            	製品名	剤型
	バストップJ[image: PDFが開きます]	20g錠剤


          

          
			
			[image: 浴場用画像]
		  
      

      
        
          排水・浄化槽用

		  浄化槽用ハイクロン カタログダウンロード[image: PDFが開きます]

            	製品名	剤型
	ハイクロンA、V[image: PDFが開きます]	20g錠剤
	ハイクロンLA、LV[image: PDFが開きます]	100g錠剤
	ハイクロンLA-200[image: PDFが開きます]	200g錠剤


          

          
			
			[image: 排水・浄化槽用画像]
		  
      

    

  
  
    
    日曹ハイクロネーター

    
		ハイクロネーターは、無機系塩素剤「日曹ハイクロン」で培った技術を基礎に、遊離残留塩素管理を更に簡単に、確実にという目的で開発されました。『日曹ハイクロン』の信頼性をもって、ハイクロネーターを使用することにより、一歩進んだプール水の衛生管理をお約束いたします。

		[image: 日曹ハイクロネーター]


		
			[image: 日曹ハイクロネーター]
		

      	
            管理の省力化

            [image: 管理の省力化]

            ハイクロネーターに専用薬剤を投入するだけで、遊離残留塩素を基準値内でコントロールします。

          
	
            長期間連続管理
（B-60　S-60型）

            [image: 長期間連続管理]

            数日間分の専用薬剤を充填することができます。これにより、長期休暇の間も無人でプール水の管理が可能になり、休暇終了後のプール水の全交換の必要がなくなります。

          
	
            遊泳者の安全

            [image: 遊泳者の安全]

            遊泳者は薬剤に接触することがなく、プール使用中にも薬剤を補給できます。また、薬剤補給時に薬剤の飛散がありません

          


      製品ラインナップ

      	簡易タイプ	対象
	ハイクロネーターN-15型[image: PDFが開きます]	100～500m³
	ハイクロネーターN-20型[image: PDFが開きます]	500～2,000m³
	ハイクロネーターN-30型[image: PDFが開きます]	100～500m³
※屋内プール用


      	全自動型	対象
	ハイクロネーターB-60型[image: PDFが開きます]	200～2000m³


      	セミオート	対象
	ハイクロネーターS-60型[image: PDFが開きます]	200～2000m³


    

    

  
  
    
      取り扱い説明

      ここに記載されているハイクロンの使用量は、標準使用量です。遊離残留塩素は天候・遊泳人数・プール水中の汚れなど、様々な要因により不足する場合があります。常時、遊離残留塩素を測定し、不足している場合はハイクロンを補給してください。

      	直接投入する場合[image: PDFが開きます]
	ハイクロネーターで管理する場合[image: PDFが開きます]


      取り扱い上の注意

      日曹ハイクロンのご使用前に、取り扱い上の注意を必ずお読みください。

	  本品は強力な酸化剤です。貯蔵及び取り扱いの際には、次の点に注意してください。

      	[image: 酸化性]酸化性

	[image: 有害性]有害性

	[image: 接触・混合禁止]接触・混合禁止

	[image: 火気厳禁]火気厳禁

	[image: 子供注意]子供注意



		
			危険防止のために

				日曹ハイクロンは塩素化イソシアヌル酸系消毒剤（メルサン、ハイライト、ネオクロール、ポンシロール、ペースサン、ペースリッチ、マスター等）とは絶対に混合しないでください。

				混合した場合、有毒ガスや塩素ガス等が急激に発生したり、爆発することがあります。
	日曹ハイクロンは酸・脱塩素剤（還元性物質：チオ硫酸ソーダ、亜硫酸ソーダ等）・油脂・グリースやその他の可燃物とは、混合したり、接触しないでください。

				混合した場合、塩素ガスや酸素ガス等が急激に発生したり、爆発や発火することがあります。
	絶対に飲み込まないでください。
飲み込んだ場合、粘膜組織障害を起こします。
	眼に入れないように、保護メガネを着用してください。
眼に入れた場合、眼を刺激し、炎症を起こします。
	粉塵を吸収しないように、防塵マスクを着用してください。
粉塵を吸収した場合、呼吸器を刺激し、粘膜組織障害を起こします。
	皮膚に触れないように、ゴム手袋や保護用前掛けを着用し、取り扱い後には顔や手等を充分に洗ってください。
	子供の手の届かない場所に保管してください。


			保管や取り扱いについて

				火気のある場所、高温の場所（ボイラー室、機械室等）や直射日光を避けて保管してください。
	湿気の少ない涼しい場所に保管してください。
	水に濡れないようにしてください。
	製品容器を破損したり、強い衝撃を与えないでください。
	他の容器や袋に詰め替えないでください。詰め替えると、本品の識別ができなくなります。


		  	応急処置について

				眼に入った場合は、直ちに流水で15分以上洗顔（特に眼球やまぶたの隅々まで）し、速やかに眼科医の手当てを受けてください。
	飲み込んだり、吸い込んだ時は、直ちに医師の手当てを受けてください。
	皮膚や衣類に付着した場合は、直ちに払い落とし、水で洗浄してください。


			火災の時について

				火災が発生した場合は、本品を火災現場から直ちに遠ざけてください。
	大量の水で消火してください。


			処分、廃棄する時について

				本品を、ごみ箱・ごみ捨て場には捨てないでください。火災の原因となる可能性があります。
	本品を処分する場合は、産業廃棄物として処分してください。
	使用済みダンボール・内袋（ポリエチレン）の処分については、各地域のごみの処分方法に従い廃棄してください。なお、内袋については十分洗浄し、乾燥したあと処分してください。


		

    

    
    
      
		  Q&A

		  	mg/ℓとは



			  	以前用いられていたPPm（Parts Per Millionの略で百万分のいくつかを示す単位）とほぼ同じ様に用います。残留塩素1mg/ℓとは、水1ℓに塩素が1mgあることを意味します。
	pHとは



			  	水素イオン濃度ともいい、溶液中に含まれる水素イオンの量を示す指標であって、溶液が酸性かアルカリ性であるかを示す尺度として使われています。
pH値が7より小さければ酸性、7より大きければアルカリ性で、7であれば中性であるとします。
	過マンガン酸カリ消費量



			  	過マンガン酸カリ消費量とは、水中の酸化されやすい物質によって、消費される過マンガン酸カリの量をいいます。これは水中の有機性物質の量を知る上で役立つもので、入泳者による有機物汚染や浄化能力、補給水量などの指標になります。

				過マンガン酸カリ消費量は12mg/ℓ以下と定められています。
	プール病について



			  	プールで感染する病気は、ほとんど入泳者によって持ち込まれます。この中でも、ウィルスによる夏かぜ、結膜炎などが多く、なかでもプール病と言われるものは、アデノウィルス感染症によるもので、プールでうつる病気の中で最も危険です。

			  アデノウィルスによる感染症には、主に咽頭結膜熱、流行性角結膜炎、急性気道疾患などの症状が出ます。これらは人の便、のど、目などからプール水中に持ち込まれるので、衛生面に充分な配慮が必要です。
	遊離残留塩素と結合残留塩素とは



			  	一般には塩素系消毒剤が水に溶けると、次亜塩素酸（HOCL）を生じますが、これを遊離残留塩素といい、強い殺菌効果を表します。これに対して、水中の有機物と結合して生成した物質をクロラミンといい、これを結合残留塩素といい、殺菌作用は極めて弱くなります。また、総残留塩素とは、遊離残留塩素と結合残留塩素の全量をいいます。
	pHの調整方法は



			  	厚生省の通達によりますと、pHは5.8～8.6の範囲に定められていますが、快適に泳ぐには、6.8～7.5の範囲内でpH管理をするのが望ましいようです。
シアヌール酸系の塩素系消毒剤を使用すると、pHが下がり人体への影響やプール機器の腐食の原因になったりします。また、硫酸バンドを単独で使用しますと、pHが下がり凝集効果が低下します。この場合、アルカリ（ソーダ灰）を投入してください。
次亜塩素酸ソーダを使用すると、逆に、pHが上昇します。pHが高いと殺菌力が弱くなりますので、うすい酸を投入してください。なお、日曹ハイクロンを使用しますと、pHは中性で変わりません。
	目が痛い



			  	pHが低いと目が痛くなります。
プールの汚れがひどいと、これに塩素が反応してクロラミンを発生します。これが目を刺激するのです。pH調整またはスーパークロリネーションを行ってください。
	プールの排水は



			  	プールの排水先が魚介類や農作物等に影響するところでは、残留塩素を確かめて排水してください。
また、足腰洗槽はかなり濃い塩素を含んでいます。必ず中和して排水してください。
	ろ過機のターン数とは



			  	プール本体の総水量が入れ替わる回数をターン数と呼んでいます。学校プールの場合はろ過機を24Hr運転する場合4ターン、夜間運転で停止する場合6ターンが必要といわれております。
300m³プールで300m³/24Hrであれば1ターンといいます。
				  	ターン数（日）	1	2	3	4	5
	除去率（%）	65	88	96	98	99


			  
	硫酸バンドの使い方（硫酸アルミニウム）



			  	砂ろ過の場合、ろ材の隙間が100ミクロン程度で、これより小さいものは捕らえることが出来ません。この為、凝集剤を使い吸着させます。普通、凝集剤には、硫酸バンド及びポリ塩化アルミニウムを用い、pH調整剤としてソーダ灰を使います。
注入率は硫酸バンド及びポリ塩化アルミニウム5mg/ℓに対してソーダ灰2mg/ℓの割合です。
また、水泳プール用の凝集剤「日曹セレクトール」（液体）をお使いになるとより一層簡便です。
	プールの塗料が脱色した



			  	塗料の品質によって脱色するものもあります。
また、どの塩素系消毒剤を使用しても、多少の漂白作用がありますが、薬剤によって大分差があるようです。日曹ハイクロンを使用すると、ほとんど影響がありませんが、シアヌール酸系の塩素系消毒剤を使いますと、脱色作用が著しいようです。
カラフルなプールや塩ビシートなどでは、シアヌール酸系の薬剤の使用は避けた方がよいようです。
	遊泳後の洗眼は



			  	プール病を予防する為、遊泳後は洗面やうがいを行って下さい。また、浄水による洗眼は必ずするよう習慣づけてください。目薬の点眼も効果があります。
	雨の日のプールは



			  	空気中には、藻類の胞子が無数にあります。雨の日などプールを使用しないとき、塩素消毒を怠ると2～3日で藻が発生します。一度発生した藻の除去は困難です。
雨の日でも、塩素は切らさないようにしましょう。除藻には「日曹ハイクロンFH」が便利です。
	水がぬるぬるする



			  	水が有機物で汚れています。スーパークロリネーションをしてください。
また、pHが著しく高い場合（9.0以上）もぬるぬるした感じがしますが、pH管理を確実にしている限り、この現象は起こりません。
	日曹ノンクロエース（脱塩素剤）使用方法について



			  	プール水の残留塩素濃度を下げたい時や、高濃度の排水に使用します。
計算式：水量（㎥）×残留塩素濃度（mg/ℓ）×2
〔例〕 300tのプール水を1mg/ℓ下げる場合　300（㎥）×1（mg/ℓ）×2＝600g
	プール水が緑色になった



			  	プールが緑色になるのは藻が発生し始めているのです。塩素濃度を高くして殺藻処理します。

				「日曹ハイクロンFH」を水1m³当たり7〜10g（5〜7mg/ℓ）の割合で投入してください。

				ろ過機は連続運転してください。なお、水を入替えるときはプールの壁面などを塩素処理してください。

				※プール水が緑色になるのはプールの塗料の色や原水の成分が影響する場合があります。
	プール水が茶色になった



			  	プール水が茶色になるのは、鉄やマンガンが含まれている場合、この現象がおこります。

				遊泳終了後、「日曹ハイクロンFH」を水1m³当たり7〜10g（5〜7mg/ℓ）の割合で投入して、ろ過機を連続運転してください。なお、砂ろ過の場合は、凝集剤を使用すると効果的です。
	プール水が白く濁った



			  	プール水が有機物で汚れています。スーパークロリネーションをしてください。

				ろ過機が正常に運転されているかチェックしてください。

				また、凝集剤（硫酸バンド）を投入したとき、pH調整をうまくしないと、白く濁ることがあります。ろ過機をフル運転するか、水を入れ換えるかしてください。また、塗料が原因で濁る場合があります。塗装面を手のひらでこすると白い付着物が着くことがありますがこれをチョーキング現象といい水を白く濁らせます。
	残留塩素が出ない



			  	以下の点をチェックしてください。
			  	水の汚れがひどくありませんか。➡ 水中の有機物と反応して塩素が消耗しています。スーパークロリネーションをしてください。
	塩素系消毒剤は古くないですか。➡ 分解したり有効塩素が低下したものは塩素が出ません。
	残留塩素測定器は大丈夫ですか。➡ 色盤が変色したり、試薬が古くなったものは正確に反応しません。
	滅菌器は作動していますか。➡ 滅菌器から正常に塩素が注入されているか確かめてください。


			  
	プールの水温は



			  	屋外プールでは24～25℃が適温です。21℃以下ですと、体温の低下が著しく、遊泳は好ましくありませんが、特に原水が地下水のときは、水温（14～18℃）が低いので注意しなければなりません。

				室内温水プールでは、29～30℃で管理されています。
	不連続点現象について



			  	
				  プール水は汚れの度合いによって、塩素の消費量が変わります。プールの使用日数が続き、汗やアンモニアなどで有機物汚濁が進んだとき、注入塩素量を増やしても、残留塩素量は一旦増えた後、また減り、再び増えます。このもっとも減った点を不連続点といいます。不連続点以前の残留塩素を結合型といい、殺菌力は遊離型に比べてはるかに弱くなります。この不連続点現象を知らずにいますと、塩素不足になりますので、度々測定し、塩素系消毒剤を補充するようにしてください。

			  	
					
						不連続点現象
						[image: 不連続点現象のグラフ]
					
				

			  
	塩素の消耗速度は



			  	塩素の消耗は天候によって速度が異なり、晴天時、紫外線の多い時は、消耗が激しくなります。

				一般に、プール水中の濃度では、10分間に0.2mg/ℓ程度とされています。

				紫外線は水深に関係します。プールの底部では、紫外線が少なく、塩素の消耗も少なくなります。
	足に火傷のような傷ができた



			  	コンクリートプールで、底面や壁面がざらざらしていると起こります。プール面の補修が必要です。


      

    
	 
	

	
	  
		お問い合わせ

			製造販売元日本曹達株式会社
東京都千代田区丸の内二丁目7番2号
	緊急連絡先本社 環境化学品課 03-4212-9646
大阪 化学品グループ 06-6229-7322
夜間・休日／二本木工場保安センター 0255-81-2311
	お問い合わせ[image: 別ウィンドウで開きます]
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